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資料 

丹沢大山総合調査公募型事業

丹沢におけるブナ林健康度調査

丹沢ブナ党
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1. はじめに

　丹沢ブナ党は， 1994 年と 1998 年から 1999 年に掛けて

の過去 2 回， 丹沢のブナ林の健康度について目視による

調査 （付図 1） を実施した． 2004 年度から始まった神奈

川県による丹沢大山総合調査において， 県民が参加でき

る形の調査を実施したい意向が 2003 年度に県側から示さ

れ， 県民公募型事業として， 丹沢ブナ党もそれに従って応

募し， 採択されて実施することとなった．

　今回の調査は， 前回の 1999 年の調査から 5 年経過し，

丹沢のブナ林の衰退も目に見えて進行していることから，

丹沢のブナ林の現状を確認し， 地形， 標高， 気象データ

との相関について考察し， ブナ枯死の原因について検討

することを目的とした． 2 年間に丹沢全山域を踏査する調

査のために， 2004 年 7 月の事業採択を待たずに， 調査自

体は 2004 年 6 月より着手， 実施することとした．

　この調査結果報告書は， 2004 年 6 月 4 日から開始した，

丹沢大山総合調査団による公募型丹沢ブナ林健康度調査

採択前からの調査結果を含めた分析結果をまとめたもので

ある．

2. 調査方法

　原則として， 直径 30cm 以上のブナが稜線登山路沿いに

連続して 10 本以上まとまっている地点を一つの調査地点と

してブナの健康度判定基準 （表 1）によって，枝の茂り具合，

枝先の欠損， 中枝， 大枝の欠損の有無等について， 参加

者が目視によって 6 段階で判定した． なお， 立ち枯れした

ブナは 0 という判定で算入したが， 既に倒れているものは

算入していない． 併せて， 調査地点周辺の樹林相， 林床

植生の状況等についても記録した．

　また， 特定箇所における全木調査として， 立ち枯れ激甚

区 （檜洞丸）， 立ち枯れ進行区 （大丸）， 健全区 （堂平）

の 3 地点において， 50m 四方 2 区画 （堂平は 3 区画） の

すべてのブナの健康度と胸高周囲を計測調査した．

3. 調査日時と調査箇所， 調査本数

　ブナ林健康度調査 ・ 全木調査を行った調査日， 調査箇

所等の全容を表 2 に示す． ブナ林健康度調査は 13 コー

ス 114 地点で評価を行い， ブナの本数は累計で 1,211 本と

なった． 全木調査は 3 地区で 7 区画で行い， 調査本数は 
160 本となった． 調査総本数は 1,371本に上った． 2 年間

の調査に参加したブナ党会員は延べ 99 名， 県民公募で

の参加者は延べ 59 名に及んだ．

4. 調査結果

(1) ブナ林健康度調査の全体的な状況

　ブナ林健康度調査の全体的な状況を丹沢東部と丹沢西

部に分けてコース単位で表 3 および図 1 に示す． また， 付

表 1 に 114 地点の調査データを示す． 東部と西部の分岐

点を白石峠として， 白石峠以東を東部として， 檜洞丸， 大

室山， 加入道山を含めた． これは， 前回調査時点でも檜

洞丸はもとより， 大室山， 加入道山でもブナの衰退が局所

的に進行していて， 地形的， 標高的に同じ地区として評価

するのが妥当であろうと考えたことによる． 西部には， 静岡

県との県境となる三国山， 湯船山を含めた．

　全体的な衰退の度合いは， 表の備考欄に記述の通り， より

進行している． 状況を概括すると， 前回の調査結果と同様の

状況で， 丹沢の西部の稜線部は， 一部衰退が見られたもの

の概して健康度が高く， 東部が総じて健康度が低かった．

　丹沢東部では， 石棚山から檜洞丸への稜線部の一部，

堂平及び蛭ヶ岳から姫次へ向かう稜線の一部が健康度が

表 1. ブナの健康度判定基準表

丹沢大山総合調査学術報告書 （2007）
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表 2. ブナ林健康度調査 ・全木調査全容
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表 3. 丹沢東部 ・西部のブナ林健康度
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高い他は総じて健康度が低く， 以前から立ち枯れが顕著で

あった蛭ヶ岳は， やはり今回もかなり低い状況であった． ま

た， 蛭ヶ岳と一定の時間差を置いて立ち枯れが進行してい

る檜洞丸山頂部の健康度は， 顕著に低下したことが特徴的

であった． また， 丹沢の奇跡といわれた表丹沢の鍋割山稜

の健康度が目に見えて悪化していることが確認された． こ

の一帯は林床植生が極端に衰退し， ニホンジカの忌避植

物だけが繁茂している状況が進行していた． また， 大室山

から加入道山にかけた稜線の衰退が進行していることも確

認した．

　丹沢西部では，三国山から湯船山，大棚ノ頭から畦ヶ丸，

白石峠までの稜線部は， 総体的に健康度の高い地点が多

く， スズタケ等林床植生もかなり豊かであった． しかし， 丹

沢西部の稜線部でも， 菰釣山西部の鞍部では局所的に一

定の衰退が進行している地点があることを確認した．

(2) 全木調査結果

　檜洞丸 （立ち枯れ激甚区） で行った 2 区画は， 山頂か

ら青ヶ岳山荘に向かって左斜面 （南面） と右斜面 （北面）

に設定した． 大丸 （立ち枯れ進行区） 2 区画は山頂から

東側と西側に区画を取った． 堂平 （健全区） では， 堂平

平坦部の北西側に 2 区画 （最初に取った区画で本数が少

なかったために 1 区画をその西側に追加した .） と北東側

に 1 区画の 3 区画を取った．

　全木調査結果を表 4 に， 胸高直径と健康度との関係およ

び堂平 B 地区でのブナの位置を図 2-A, B に示す．

　堂平においては，大径木に混じって直径 15cm から 20cm 
前後の小径木が多数存在していることがわかった．

　また， 判定値の階層別状況を見ても， 堂平は他と比較し

て健康度 5 の割合が著しく多いことがわかった．

　大丸では， 急激にブナ林の衰退が進行していることが，

大径木の多さと健康度 3 以下の多さに如実に現れている．
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図 1. 丹沢東部 ・西部のブナ林健康度 （この地図は， 国土地理院発行の 20 万分の 1 地形図 （東京 ・甲府） を利用して作成した．）

　檜洞丸においては， かつての枯損木が倒れ， 朽ちたこと

から， 大丸に比べ， 大径木が少ないことと健康度 3 以下の

少なさが顕著になっていた．

5. 考察

(1) 健康度が低い地点の状況

　図 3 に健康度の判定が 3 未満の衰退が顕著に進行して

いる地点を拾い上げた．

　その大半が東部に集中していることが分かった． 棚沢ノ頭

付近が 1.1 と最も低い判定結果であった． ここから蛭ヶ岳山

頂部に掛けての 4 地点で 1.1 から 1.8 までの低い判定結果

が確認された． 檜洞丸山頂部でも 1.9 という判定結果が 2 
地点で確認され， 衰退が顕著に進行していることが明らか

になった．

　全体的には健康度が高かった西部においても， 菰釣山

南西部の稜線 2 地点で 2.7， 2.8 の判定結果が確認され

たほか， 大室山と加入道山中間部の破風口付近 2 地点で 
2.7， 2.9 の判定結果が確認され， 局所的には衰退が進行

しつつあることが明らかになった．

表 4. 全木調査結果
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図 2-B. 堂平 B 地区でのブナの位置

図 2-A. 胸高直径と健康度との関係

(2) 見かけ上健康度が良くなっている地点

　今回の調査で， 健康度が見かけ上良くなっている地点が

いくつかあった． 表 3 の備考欄で※印を付した地点は枯損

激甚地帯であって， 前回調査では健康度が 1～ 2 であっ

た． 今回調査では， 立ち枯れた木が倒れ， 更には朽ち果

てたために， 健康度評価から外されたため， 見かけ上， 健

康度が上昇したと思われる． このように倒れたブナが多かっ

た地点について， 山根らは 「神奈川県丹沢山地における

広域レベルのブナ林衰退現況」 文献 （1） で林分構造が

異なっている地区があり， 衰退の地域間比較は累積的な影

響の違いの考慮が必要と考えられると指摘している． 全木

調査をした檜洞丸 （表 4） でも，健康度が見かけ上良くなっ

ているのは， 同様な理由である．

(3) 後継樹について

　今回のブナ健康度調査で稜線を歩く中で， 直径 20cm 程
度の小径木のブナを見つけた． 城ヶ尾峠から白石峠に至

る稜線部では小径木のブナが育っているところがかなり見ら

れ， 少なくともこの一帯ではブナの後継樹が生育しており，

また林床植生も豊かであり， 世代交代のできる可能性があ

るものと推察された．

　また， 全木調査を行った堂平では， 調査した 80 本中 28 
本が 30cm 未満の頻度であった． ここではスズタケが衰退

しているが， 仮に大径木が枯損したあとでも， これらの小径

木が生き残って成長すれば， 世代交代の可能性が期待で

きるものと思われた．

(4) 標高と健康度の関係

　丹沢東部と西部における標高と健康度の関係を図 4 に示

す． 東部の調査地点は 1,673m から 1,085m と， 全体とし

て標高が高く， 衰退の度合いもかなり顕著であった． 一方，

西部は 1,375m から 978m で標高が低く， 全体として健康

度が高い傾向が顕著であった．

　殊に， 丹沢において最も衰退が顕著である蛭ヶ岳は 
1,673m， それに次ぐ衰退状況の檜洞丸は 1,601m， 丹沢

山は 1,567m と， 1,500m を超える主稜線部が衰退の進行

が著しく顕著であることが確認された．

(5) 地形との関係

　神奈川県環境科学センターが， かつて気球を使って実験

した結果， 京浜工業地帯の汚染大気が北風に乗って一旦

相模湾上に出て， その後南風に乗って丹沢に達し， 主稜

線部を吹き超えていくことが確認され， この移送された汚染

大気がブナ枯死の原因であろうことが推測されるとの知見が

示された． 文献 （2）
　このことを念頭に置いて， 調査結果と地形との相関を見て

みる．

　まず今回の調査において， ブナ林の健康度が高かった

地点は， 堂平， 蛭ヶ岳から姫次へ向かう稜線部， モロクボ

沢ノ頭から白石峠に掛けての稜線部であった． 堂平は丹沢

山の中腹部であり天王寺尾根と丹沢三峰の稜線に囲まれて

風の影響を受けにくい環境にある． また， 蛭ヶ岳から姫次

へ向かう稜線部も， 主稜線の陰に位置しており， 相模湾か

らの南風の影響を受けにくい環境にある． モロクボ沢ノ頭か
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図 3. 健康度 3 未満の地点（この地図は，国土地理院発行の 20 万分の 1 地形図（東京・甲府）を利用して作成した．）

ら白石峠に掛けての稜線部については， 畦ヶ丸よりも標高

が低く， その北側に位置すると共に， その南側に大又沢と

箒沢という長大な沢を分ける畦ヶ丸から屏風岩山， 世附権

現山へと伸びる長大な尾根が伸びていることから， 南風は

その両側の上部を通り， 当該稜線部は南風の影響を受け

る度合いがかなり低いものと考えられた．

　以上， ブナ林の健康度が高かった地点は， いずれも地

形的に南風の影響を受けにくい環境にある地点であること

が確認された．

　一方， ブナ林の健康度が低かった蛭ヶ岳はその南斜面に

熊木沢が伸びており， 檜洞丸はその南斜面に小川谷， 檜

洞沢といった沢を擁している． また， 大室山と加入道山の

中間の破風口の南側斜面には白石沢が伸びている． 菰釣

山南西部の樅の木沢ノ頭から西沢ノ頭に掛けての稜線南斜

面には， 金山沢から樅ノ木沢， 西沢といった沢が食い込ん

でいる．

　このように， ブナ林の衰退が著しい地点は， いずれも南

側に深い沢を擁していて， 沢伝いに斜面を吹き上がった相

模湾からの南風が速度を増して稜線をかすめていく環境に

あったことが確認された．

　山根らの 「丹沢山地のブナ林衰退地域におけるオゾン濃

度の立地間比較」 文献 （3） によれば， 檜洞丸の山頂付

近では林内， 林外いずれでも， 平均オゾン濃度は北向き

斜面で低下し， 南向き斜面で有意に高まったとある． なお，

林内は林外に比べて， いずれの斜面方位も平均オゾン濃

度が低かったとのことである．

　酸性雨研究センターの 「増え続けつづける対流圏オゾン

の脅威」 文献 （4） によれば， 今後， 対流圏オゾンの濃

度が更に上昇することが予測され， 近い将来日本の様々な

樹種に悪影響の及ぶ可能性が高いとされており， 丹沢のブ

図 4. 標高と健康度の関係
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ナ林の衰退が一層進行することが危惧される．

　殊に， 衰退が丹沢において最も衰退が顕著である蛭ヶ岳

は 1,673m， それに次ぐ衰退状況の檜洞丸は 1,601m， 丹

沢山は 1,567m と， 1,500m を超える主稜線部が衰退の進

行が顕著であることが確認された． 山根らの 「丹沢山地の

ブナ林衰退地域におけるオゾン濃度の立地間比較」 （3）
によれば， 平均オゾン濃度は， 標高が上がるほど高くなる

傾向が認められ， この傾向は気温が高くなる 8 月上旬から

中旬に明瞭であったとのことである．

6. 結論

　丹沢のブナ林は， 南斜面に深い沢を擁した稜線部， 言

い換えれば相模湾からの海風が吹きぬけていく地点での

衰退の度合いが著しく， 海風の影響が及び難い地点にお

いて， 高い健康度を維持していることが確認された． また，

標高の高い地区ほど衰退の度合いが顕著であり， 標高が

低い地区では健康度を維持しているという明確な傾向も確

認された．

　なお， 阿相敏明らの 「丹沢のブナ衰退の機構解明のた

めのオゾン濃度分布調査」 文献 （5） によれば， 丹沢にお

けるオゾン濃度は， 蛭ヶ岳， 檜洞丸， 丹沢山等の山頂付

近の南斜面で高く， 北斜面で低く， また標高の高い地点で

高く， 谷筋等の低いところで低い結果となっている． オゾン

濃度が檜洞丸以東で高く， それ以西では低くなっているこ

とから， 相模湾海風が吹き抜けやすい地点でオゾン濃度が

高まる傾向が見られ， ブナの衰退地域と一致していたと述

べている．

　丹沢ブナ党による今回の丹沢全域の 121 地点 （総計 
1,371 本） に及ぶブナ林健康度調査は， 上述の阿相らの

報告を実地踏査により確認したものと考えられる．

　ブナハバチ等， 新たにブナを枯らす要因と言われるもの

が見出されてきている． ブナ枯死はそうしたものの複合的な

作用によるものではあろうが， あくまでもその主因は， アジ

アからの供給もあるにせよ， 都市部の汚染大気を供給源と

するオゾンであろう． したがって， 進行しつつある丹沢のブ

ナ林の衰退を食い止めるためには， 大都市由来のオゾン

の供給を絶つための方策の研究， ならびにその施策が必

要となることを示唆していた．
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< 調査中の画像 >

堂平全木調査 （健康度 5） 檜洞丸全木調査 （健康度 4）

棚沢ノ頭～鬼ヶ岩 （健康度 0） 大室山西ノ肩 （健康度 0）

同角山稜分岐 （健康度 5） ブナ幼木 （モロクボ沢ノ頭）
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付図 1. 過去の健康度調査結果

丹沢ブナ党 1994 年調査

丹沢ブナ党 1998～ 1999 年調査
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付表 1. 健康度調査地点全データ
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